
 

 

 

新年度挨拶 

 ４月から園長になりました彦部と申します。どうぞよろしくお願いいたします。  

私自身の話をさせていただければ、平成元年に当園に児童指導員として就職し、３５年が過ぎました。

就職当時の福祉業界は今とは多くのことが違っており、入所児童の様子もだいぶ違いました。当時の当園

の入所児童の約半数が今でいう過齢児であり、日中はビニールハウスのクリップを組み立てる下請けの作

業を行い、納期が近づけば職員が残業して下請け作業のクリップ組み立てをしていました。  

また、特別支援学校に高等部ができて、中学卒業後に進学できるようになったのも私が就職して数年後

です。高等特別支援学校は自力通学が基本であり、支援度の高い当園の児童は当時通学することができ

ませんでした。つまり中学部を卒業すると 18 歳以上の過齢児と一緒に日中は園内で作業をしていたので

す。そして成人施設の空きがあると移行するわけですが、当時は年齢制限もなかったので 30 歳近い利用

者もいましたので、小学生から成人まで一緒に生活していたということです。  

今は児童年齢の入所児童だけになり、年齢格差による支援のやりづらさは減りましたが、障害特性はこ

こ数年で大きく変化し、幅広い対応が求められ、支援の難易度は格段に上がっていると感じています。発

達障害、ASD 症、統合失調症、愛着障害、そして強度行動障害への対応等、職員もそれらの対応に苦慮

しながら、日々の支援にあたっていることは同僚ながら感謝と共に敬意を表したいです。職員たちの力が

なくては児童の支援はできないのです。職員の皆さん、いつもお疲れ様です。  

児童はもちろんですが、児童の支援を支える職員も怪我無く幸せな日々を送って欲しいと思っています。

そして、職員が幸せでないと児童も幸せに笑顔になれないとも思っています。児童も職員もみんなが幸せ

な日々を送れるようなしろがね学園であることが理想の施設の一つのかたちではないかと考え、そうなれる

ことを日々願っています。                          

 R６年度しろがね学園長  彦部 和夫 

 

 

  

 

新規採用職員としてしろがね学園に配属になりました。山本楓です。毎日が新しいことの発見で、大変

なこともありますが、日々子供たちの成長を見ることが出来るためやりがいを感じています。子供たちにとっ

てよりよい生活が送れるよう、私自身も学びながら支援を行っていきたいと思います。 

休日は、美味しいものを食べに行くことでリフレッシュしています。特にラーメンが好きなので美味しいラ

ーメン屋をこれからも探し続けたいです。また体を動かすことも好きなので時間を見つけて気分転換したい

と思います。 

しろがね学園に配属になり、まだ数日ですが、子供たちと関わる中で支援を探索し、一人ひとりに寄り添

った支援を行っていきたいと思っています。よろしくお願いいたします。 

R６年度新規採用  山本 楓 
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もぐもぐ世界旅行 

新規採用職員としてしろがね学園このみ寮援助係に配属になりました。木村多加志です。しろがね学園

での業務や支援では初めて経験することが多く、戸惑うこともありますが、職員の皆さんに支えていただき

ながら毎日楽しく仕事をしています。  

休みの日は、趣味の漫画・映画を観ることや友人と遊びに行くことでリフレッシュしています。また、不定

期ですが前橋育英高校ボクシング教室で、ボランティアとして子どもたちや大人の方にボクシングを教えて

います。ボクシングに興味のある方は是非遊びに来て下さい。  

支援者としてまだまだ未熟ですが、日々の子どもたちとの関わりや支援を通して、少しずつ支援につい

て学び、子どもたちにとってより良い支援を行いたいと考えています。よろしくお願いします。  

     R６年度新規採用  木村多加志 

 

 

 

昨年度まで行っていた「日本 1周ごはん」で 47都道府県すべてを巡り終え、今年度は「もぐもぐ世界旅行」

と題して世界各国の郷土料理を紹介しています。4,5 月は南アメリカ大陸を旅行中です。世界の料理は日

本の料理に比べ、馴染みのないものばかりですが、子どもたちがおいしく食べられるように味付けを少しア

レンジしたり、ポスターの掲示ではクイズを出すなど食事が楽しみになるよう工夫しています。中でもペルー

のピカロネス(さつまいもとかぼちゃのドーナッツ)は提供前から楽しみにしている児童が多く、当日も大人気

で、「おいしかった、おかわりしたい！」「また作って！」とたくさんのうれしい声が聞こえてきました。栄養士・

調理職員も今まで作ったことのないメニューを楽しみながら、子どもたちのことを考えて業務に励んでいま

す。今後も食を通じて世界各地に興味を持ってもらえるよう、様々な国を巡って子どもたちの笑顔を増やし

ていきたいと思います。                                   栄養士   武井 真尋 

 

 

 

 

 

 

 

メキシコのチリコンカン           ペルーのピカロネス         アメリカ（ハワイ）のポキ丼 

 

御礼 
☆ガトーフェスタハラダ様より、美味しいラスクを寄贈していただきました！いつもお心遣いありがとうござい

ます。 

★クスリのマルエ様より、沢山のバラエティ豊かなお菓子を寄贈していただきました。いつもありがとうござ

います！ 
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